
その他の情報 

 

◆駐留軍等労働者労務管理機構 

   米軍施設で働いていた時期の〈職歴情報〉が必要な

方、もう「労管」へは問い合わせましたか？ 

   労管の正式名称は「駐留軍等労働者労務管理機

構」です。軍雇用員の職歴情報は基本的に同機構で

一元管理されていますので、まずは同機構へお問合せく

ださい。（※何らかの理由で同機構に記録が存在しない場

合もあるようです。詳しくは下の連絡先まで。） 

 

  独立行政法人 

  駐留軍等労働者労務管理機構 沖縄支部 

      沖縄県中頭郡嘉手納町字屋良1058番地の1 

     TEL: 098-921-5531  FAX:098-921-5527 
 

◆沖縄県公文書館の軍雇用員カードはな

ぜ1966年頃までしかないの？ 

   軍雇用員は、施政権返還時に雇用主が米軍から日

本政府に替わり、従業員の身分も変更されることになっ

たため、軍雇用員カードも〈廃棄〉されることになりまし

た。業務の移管作業は復帰を待たずに前倒しで行われ

たため、軍雇用員カードも1966年分を最後に当時の

琉球政府立沖縄史料編集所に引き継がれたのです。 
 

◆主な参考文献 

大城将保「軍雇用員カード・出入域カード」『史料編集室紀

要』第12号（1987年3月、沖縄県立図書館史料編

集室）、138～140頁 

垣花優子「『労務カード』に関する報告」『沖縄県公文書館研

究紀要』（2000年3月、沖縄県公文書館）、107～

115頁 

 
『軍雇用員カード』 

軍雇用員カード 

Path Finder No. 06 

PATH FINDERとは？ 
 

 パスファインダーは「道案内」を意味します。 

 ある特定のトピック（主題）や資料群に関する情報を分か

りやすくまとめたツールです。 

 

≪パスファインダー一覧≫   

1. 飲食店マップ 

2. 地籍調査 関係資料 

3. 家譜 

4. 市内バス案内 

5. 新聞資料 

6. 軍雇用員カード 

7. 空中写真 

8. 写真資料 

9. 沖縄戦 関係資料 

10. 閲覧室へようこそ 

11. はじめての公文書館 

12.   小・中学生の皆さまへ 

13.   米国収集資料 

14.   USCAR 文書 

15. 対米国民政府往復文書 

16. 立法院会議録 

17. 軽便鉄道 

18. 沖縄移民 関係資料 

19. 宮森小学校ジェット機墜落事故 

20. アーカイブズと著作権 
21. 沖縄国際海洋博覧会関係資料 

22. 毒ガス移送 関係資料 

23. 10・10 空襲 

24. 見学受付 

25. 資料検索のコツ 

26. 通貨交換 

 

（令和 5 年 4 月 30 日現在） 

 

〒901-1105 

沖縄県南風原町字新川148-3 
 

TEL  ：098-888-3871 

FAX  ：098-888-3874 

Email ：reference@archives.pref.okinawa.jp 

沖縄県公文書館 閲覧室 

[9：00-17：00 休館日：月曜・祝日] 

※閲覧申請の受付は16：30迄 

くわしいことは 

閲覧スタッフまで♪ 



「軍雇用員カード」って何？ 

 

 「軍雇用員カード」とは、1946年以降、在沖米軍施

設に働く沖縄住民の労務管理のために作成された個人

別の労務記録カードです。 
 

 1956年に米国民政府（USCAR）から琉球政府労

働局雇用手続事務所に移管された後、施政権返還前

に琉球政府立沖縄史料編集所に引き継がれました。

1995年の沖縄県公文書館開館時に当館に引き渡さ

れ、現在、約20万枚のカードが利用に供されています。 
 

◆期間 

  1946（昭和21）年～1966（昭和41）年  
 （※この時期のすべての雇用員のカードが存在するわけではありませんので、ご

了承ください。） 
 

◆分類法 

  カードは労務者名（アルファベット）と本籍地をアルファ

ベットで表す本籍地コードの組合せによって分類されてい

ます。   
例）ARAKAKI (SHINGAKI) AIKO～SAYOKO 本籍地コード

[AB] 

   HACHIMINE KEISUKE～KEIZO 本籍地コード[CD]  

軍雇用員カードからわかる情報 

カードには、①労務番号、②氏名、③性別、④生年月日、⑤本籍地、⑥現住所、⑦顔写真（ないものもあります）⑧ファイ

ルナンバー、⑨職種及び所属、⑩採用年月日、⑪離職年月日、⑫離職理由が記載されています。 

証明記録としての軍雇用員カード 

 

  軍雇用員カードは、年金受給や石綿（アスベスト）

による健康被害補償の申請をする目的等で、過去に在

沖米軍施設で働いていたことを証明する必要がある

方々を中心に幅広く活用されています。 

軍雇用員カードのサンプル 

軍雇用員カードが残っているか確認したい 

ステップ１ 

カードの有無を確認いたしますので、次の情報を提供してください。 

（お電話でのお問い合わせにも対応します。） 

1. 働いていた当時の氏名 

2. 働いていた当時の本籍地 

3. 生年月日 

4. ご連絡先 

ステップ2 

繊細な情報が含まれてないか確認いたします。 

1. 「職歴情報」のみなら50年経過でどなたでも自由に閲覧できます。 

2. 「解雇理由」など繊細なプライバシー情報が記載されている場合は、利用制限期間内はご本人または親族（三親等ま

で）しか閲覧できません。親族の場合は、本人との関係が確認できる書類（戸籍謄本など）の提示が必要です。書

類をご用意の上、ご来館ください。 

 「軍雇用員カード」が残っていない場合でも、1972年の日本復帰前後の大量離職者に対する特別給付金に関する資料

などがあり、あなたの職歴を示す記録が残っているかもしれません。 

その他の資料群 

シリーズ：駐留軍関係離職者に対する特別給付

金の支給に関すること 

●特別給付金支給申請関係      （1件） 

●特別給付金支給申請書        （543件） 

●特別給付金支出証拠書類（副)（54件） 

  これらはプライバシー情報が含まれているため、原則非

公開ですが、復帰後に行われた申請分については、氏名

や本籍地などで検索できるデータベースがありますので、カ

ウンターの職員にお尋ねください。 

（※資料コード： 0000080839～0000081517） 


